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 本論文は、『万葉集』に収載された挽歌の成立と、その本質を論じたものである。 

挽歌は、雑歌・相聞と並ぶ『万葉集』の三大部立の一つであり、通常、この部立「挽歌」

に収載された歌々を指して挽歌と呼んでいる。ただし、それ以外の歌の中にも、題詞や左

注に挽歌である旨が記された歌が存在する。本論文では、部立「挽歌」に収載された歌々

と、題詞や左注に「挽歌」と記された歌をまとめて挽歌と呼び、考察の対象とする。 

『万葉集』の中で、最も早く「挽歌」の語を用いたのは、この語を部立名として採用し

た巻二である。よって、巻二「挽歌」部成立の時点を、挽歌の成立と捉えることが出来る。

巻二「挽歌」部には、斉明天皇代の有間皇子自傷歌群（１４１～１４６）から「寧
な

樂
らの

宮
みや

」

の霊亀元年に作られた笠金村による志貴皇子挽歌（２３０～２３４）まで、ほぼ年代順に

歌が収められている。しかし、それらの歌の題詞には「挽歌」という呼称が用いられるこ

とはない。つまり、巻二「挽歌」部に収載された歌々を挽歌と判断したのは巻二編者であ

って、これらの歌を詠じた作者に「挽歌を詠む」という意識があったとは限らないのであ

る。集中、最も早く「挽歌」の語を用いた巻二編者は、現在「挽歌」部に収載されている

歌々を集め、他の歌は排除した上で、それらの歌にふさわしい総称として「挽歌」の語を

選んだ。編者がその作業を進めるにあたって判断基準としたものを知る手掛かりとなる左
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注が、巻二挽歌冒頭の有間皇子自傷歌群の中に記されている。 

   右件謌等、雖レ不二挽レ柩之時所一レ作、准二擬歌意一。故以載二于挽哥類一焉。 

【右の件
くだり

の歌どもは、柩を挽
ひ

く時作る所にあらずといへども、歌の意
こころ

を准擬
な そ ら

ふ。故
ゆ

以
ゑ

 

に挽歌の類に載す。】 

この左注からは、編者が歌の分類・収載を判断する際に、「歌の意
こころ

」、つまりは歌の意味

内容をも考慮に入れていたことが分かる。歌の意味は、歌表現から読み取り得るものであ

る。編者にその歌を「挽歌」と判断させた歌表現のポイントを知るためには、編者の挽歌

観を探ると共に、実際に「挽歌」部に収載された歌の表現と、逆に収載されなかった
、、、、、、

歌の

表現を見ていく必要があると思われる。 

本論文は、序章と終章を除き、三章から成る。第一章「万葉人の挽歌観」では、『万葉

集』巻二挽歌冒頭に置かれた有間皇子自傷歌群を基に、日本で初めて部立名として「挽歌」

の語を用いた巻二編者の挽歌観について論じた。巻二編者は、「挽歌」部の冒頭に有間皇子

自傷歌群を置き、巻末に柿本人麻呂の臨死自傷歌群を据えたことから、自傷歌という形態

を必要としたことが分かる。それは、自傷歌に死者自身の言葉が歌われていることに因る

と思われる。有間皇子自傷歌（１４１）には「また還り見む」という皇子の強い意志が詠

み込まれており、それは、皇子の非業の死を知る者から見れば、死者の心残りとして受け

取ることが出来る。自傷歌二首に続いて配列された関係歌群（１４３～１４６）は、「また

還り見む」という状況を歌表現の上で実現させることにより、その心残りを鎮めようとし

ていた。よって、自傷歌二首と関係歌群をまとめて記すことにより、《一人の人間の死があ

り、死者によって思い（心残り）が語られ、その思い（心残り）を鎮める為に残された生

者が歌を詠む》という挽歌の形態が示されることになる。巻二編者は、日本に於ける「挽

歌」の意味を説明する意図をもって当該歌群を挽歌冒頭に置いたのである（第一節）。当

該歌群の中に見える左注「右件謌等、雖レ不二挽レ柩之時所一レ作、准二擬歌意一。故以載二于

挽哥類一焉」は、「挽歌」の語の典拠である漢籍に於ける原義を念頭に置いたものであり、

挽歌は喪葬儀礼に際して作られた歌であるが、「歌の意
こころ

（＝意味）」が通じていれば、それ

以外の歌も挽歌として収載していくという巻二編者の編纂方針を示していた。これは、日

本に於ける挽歌の定義を示しつつ、挽歌の範囲を意図的に拡大させようとする巻二編者の

試みであった（第二節）。また、初めて題詞に「挽歌」と記された山上憶良の「日本挽歌」

（巻五７９４～７９９）は、日本の伝統的な表現や観念を強く意識して詠まれた作品であ

り、その長歌中に見える「石木をも 問ひ放け知らず」という表現は、神話や祝詞等に見



3 

 

える日本古来の詞章と共に、巻二挽歌冒頭の有間皇子自傷歌群を挽歌の伝統として意識し

たものであった（第三節）。 

第二章「万葉挽歌表現の考察」では、実際に巻二「挽歌」部に収載された挽歌作品の表

現を検討し、作者の詠歌意識について考察した。初期万葉の天智挽歌群に見える姓氏未詳

婦人作歌（１５０）は、死を避けられない運命として受け入れ自らを納得させようとする

生者の立場からの歌であり、そこに見える意識はもはや招魂へは向いていないことが確認

できた。天智の死を受け入れた上で、死者（天智）が夢に現れたことを「夢に見えつる」

と歌うことにより、死者の魂の存在を明らかにし、死者に対して夢に見た歓びを述べると

共に死者の意志を解こうとすることで、その魂を鎮めようと図った歌であった（第一節）。

また、柿本人麻呂による草壁・高市両皇子に対する殯宮挽歌（１６７～１６９・１９９～

２０１）と、自殺した吉備津采女に対する挽歌（２１７～２１９）の考察では、人麻呂が

それぞれの死者の立場や周囲の状況に応じた鎮魂表現を巧みに用いて挽歌を詠じているこ

とが分かった（第二節～第四節）。 

第三章「万葉挽歌の周辺」では、死者を悼む心情が歌われながらも「挽歌」部に収載さ

れなかった歌の考察を通して、『万葉集』にとっての挽歌とはどのような歌なのかという問

題について論じた。巻八「夏雑歌」収載の石上堅魚と大伴旅人による唱和歌（１４７２～

１４７３）は、旅人の妻の死と勅使の弔問を契機に詠作されたため、一連の亡妻関係歌の

中に含めて考え得る作品であり、二首共に旅人の亡妻への哀慕が詠み込まれていた。しか

し、表面上に保たれた季節歌の世界により、二首は「挽歌」部ではなく「夏雑歌」に収載

された。つまり、挽歌的要素を含み持つ季節の雑歌と判断されたのである。この二首が「挽

歌」部に収載されないところに万葉挽歌の性質が顕れており、死者哀慕を歌う歌すべてが

挽歌ではないことが分かる（第一節）。この二首に詠み込まれたホトトギスは、中古以降

の和歌世界では冥途や死者に近しい鳥として死者追慕を歌う哀傷歌の題材とされたが、『万

葉集』中にはホトトギスによって死者追慕を表現した挽歌は無い。ホトトギスの鳴き声を

聞いて故人を追懐する歌は何首か存在するのだが、それらが「挽歌」部に分類されなかっ

たのである。この事象には、ホトトギスという題材そのものが深く関わっている。ホトト

ギスは漢籍の蜀魂伝説を背景に持ち、「死者追慕」の要素を根源的に含み持つ鳥であった。

しかし、ホトトギスを詠むこと自体が作歌の目的となり得る季節の景物であるため、ホト

トギスが詠まれた時点で、一首は死者を悼む歌ではなく、蜀魂という漢籍の知識を取り込

み季節の景物ホトトギスを「死者追慕」の鳥として詠んだ作となってしまうのである。つ
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まり、ホトトギスは死者を哀傷する挽歌に適さない題材であり、逆に挽歌に適しているの

は、日本古来の霊魂観や他界観を連想させる鳥であった。ここから、挽歌は、名称は漢籍

由来であっても、内実は日本の伝統的霊魂観に基く死者哀傷の表現を志向していたことが

分かる（第二節）。猶、挽歌が単に死者に関わって詠まれた歌ではないことは、非業の死

を遂げた有間皇子を念頭に歌われた巻一３４番歌や巻九１６７５・１７１６番歌が「雑歌」

部に分類されたことからも分かる。これらの作は、有間皇子の残した言葉「また還り見む」

に応える形で詠まれていないため、挽歌とは判断されなかったと見られる。ここから、死

者の思いを問い、その思いに応える形で死者に歌いかける歌が挽歌であったことが分かる。

死者の思いを問うことは、その答えを聞き理解することで、魂を正しく鎮めるために必要

な行為だったのである（序章第二節）。一方、『古事記』の鎮魂方法は、死者の死を悼む歌

謡を記すと共に、所伝の部分で死者の思いを叶える叙述を記すというものであり、ここに

は死者の思いに応じる志向性を持つ万葉挽歌との類似性が看取できた（第四節）。 

以上の考察から見えてくるのは、伝統的な霊魂観や他界観に基き、死者の霊魂や思いを

強く意識して詠じられる万葉挽歌のあり方である。挽歌は、単に人の死に直面して湧き起

こった悲哀の情を歌う歌ではなく、死者へ訴えかけ、その意志を問い、それに応えること

で死者の魂を正しく鎮めようとする観念を根源に持つ歌なのである。挽歌を詠むにあたっ

て死者の思いは常に意識され、表現は死者の魂を鎮める方向へと向かっている。死者の意

志を問うということは、それぞれの死者に応じた鎮魂方法を模索することを意味する。こ

れは、古橋信孝氏「挽歌の成立」（『日本文学』第４１巻五号 １９９２年５月）が挽歌成

立の契機として挙げた、宮廷社会の成立によって新たに生じた「個別性」への意識に繋が

るだろう。挽歌は、それぞれの死者を個として意識し、その意志に添った鎮魂が志向され

た時に成立したのである。しかし、挽歌は死者へ問いかけ、その魂を鎮めようとする表現

を保持しながらも、次第に死という現実に直面して催された自己の悲しみを吐露する方向

へと向かい、新たな表現を獲得して行く。この新たな表現が、後代の『古今集』哀傷歌へ

と繋がっていったのである。『万葉集』の挽歌は、仏教の浸透以前の古代的な他界観や霊魂

観に基く死者鎮魂の観念と、宮廷社会の成立によって新たに生じた死者の「個別性」を重

んじる意識とが両立し得た時代に、一時的に華開いた文学だったのである。 


